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学習目標

1.定性的なエンドポイント・アウトカムを持つ研究
デザインとは何か、説明できるようになる

2.アンケート調査の説明ができるようになる

3.クロス集計 について説明できるようになる
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研究デザイン（時間軸で分類）
• 横断研究

ある事象の構造を調べるために、時間を
止めて横断面に含まれる要因の数や状況を調
べる。

• 縦断研究

ある事象の原因と結果の因果律を調べる
ために、時間の経過を利用して、時間の前後関
係での要因と結果の関係を調べる。

VS.
7日後3



定量的要因

• 定量的に測定しうる（表現可能な）ものを目印
にして（要因とみなして）、その目印の相互関
係を記述し、構造関係を判断する。＞横断研
究

• 定量的に測定しうる（表現可能な）ものを目印
にして（要因とみなして）、その目印の影響
（効果）を時間の経過を通して記述し、因果関
係を判断する。＞縦断研究
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アウトカム・エンドポイント

• 効果指標のこと

• その研究課題において、研究者が（または、読者に
とっても）知りたい事、知りたいことを表現する物事の
代表性、要約性のある指標のこと。

• 最終的にどのような状態になるのが望ましいか（仮説
を検証するのにふさわしい尤も代表的なもの）を反映
した要因もしくは結果の状態を表わすもの。＜エンド
ポイントという

定量的なものと、定性的なものがある
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定量的アウトカム

あることが出来る、出来ないなど（ある-なし）の

二値のどちらかで、事象を分けることができる
数量データであって、人が判断しなくても、自動
的に振り分けることができる決効果指標のこと。
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定量的アウトカムの代表例

あることが出来る、出来ないなど（ある-なし）の二値のどちら
かで、事象を分けることができる数量データであって、人が判
断しなくても、自動的に振り分けることができる決効果指標の
こと。

血圧の正常ー異常を判断する時に使用する数値

収縮期 120 拡張期 80

＞生理学的な現象を扱う時に利用されることが多い
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定性的アウトカム

• あることが出来る、出来ないなど（ある-なし）

の二値のどちらかで、事象を分けることがで
きる定量的でない数値に基づくデータの変化
や、全体像の代表性など、観察によって人の
判断を伴って、決定する効果指標のこと。

わーい

補助輪なしで、
自転車に乗れ
たぞ！

自転車に乗れる / 乗れない9



定性的アウトカムの代表例

あることが出来る、出来ないなど（ある-なし）の二値のどちらかで、事象
を分けることができる定量的でない数値に基づくデータの変化や、全体
像の代表性など、観察によって人が判断して、決定する効果指標のこと。

＞もしくは、定量的な指標を複数必要とする事象であるが、人が一言で
理解できること、もしくは認知することが容易なこと

フラフープができる（回せる）-フラフープを回せない（回せない）
>心理学、行動学など社会心理的な事象を扱う時に多く使用される。
＞＞臨床疫学（EBMに直結する研究）では、症状の改善の有無、病気
の治癒、障害の改善の有無を効果指標として、定性的アウトカムを扱う
ことが急増している。
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定性的アウトカムの数値化

• あるｰなし

• できる（た）-できない（なかった）

• 好き-好きではない

• 満足-不満足

0 or 1
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注意 リッカートスケール

一見、定量的だが、人の判断が含まれる段階
的数値表現による要因の表現の方法

5 – 4 – 3 – 2 – 1
かなり まあまあ どちらでも あまり ぜんぜん

思う 思う ない 思わない 思わない

人の判断（感性の具合）を表現させて、段階的な（連続的な）数値に
近似させ、それらを測定値と同じように扱って統計分析を行う試み
として用いられるようになった。 厳密には定量的なデータではない
ことに注意

やや難
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定性的アウトカムの統計分析

0 or 1 からなるデータは、どのよう

な統計分析を行うと、代表性（要約性）
を持つのだろうか？
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割合と比と比率

• 割合

基準に対するある量の比を表す値である。分数、比、小数（百分率や
割を含む）などを用いて表す。数学的には比率と同義。割合というものの、い
つからか割だけではなく比率も含めるようになっている。

• 比

比（ひ）とは2つ（または3つ以上）の数の関係を表したもの。数a, bについて，
その比はa:bで表され，「a対b」とよむ。aを前項，bを後項（こうこう）という。また，前項
と後項を入れ替えたb:aを元の比の逆比または反比という。このとき，比が意味をもつ
ためにはa≠0，b≠0でなければならない。3数以上の場合も a:b:c のように表し，特に連
比（れんぴ）という。

• 比率

二つ以上の数量をくらべたときの割合。
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• 比較の基準の量を a、割合を求める対象の量を b と
する（ただし a ≠0）。このとき、基準に対する対象の割
合は b / a である。

• 割（わり）は割合を示す数値の後につける無次元の単
位で、0.1 = 1/10（10分の1）に等しい。漢数字の小数で
は「分（ぶ）」に、SI接頭辞ではd（デシ）に、パーセント
表示では10％。

• 百分率で表す場合は、求められた数値を 1/100 で割
る、つまり 100 倍することで得られた数値の後に記号
として % （パーセント）をつける。千分率で表す場合は
数値を 1/1000 で割る、つまり 1000 倍することで得ら
れた数値の後に ‰ （パーミル）をつける。
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• 全体に対する割合の式

• 全体 Xに対する個体 xkのそれぞれの割合 pkは、
以下の式で表される：

• pkは以下の性質を満たす：

難
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• 歴史用語としての割合

率分（りつぶん）という表現が使われることがあるが、
意味としては割合とほぼ同じ意味である。

• 平安時代に地方から平安京の大蔵省に送られた
正税の10分の2を率分所（りつぶんしょ）に納めた
ことを「正蔵率分（しょうぞうりつぶん）」と呼び、
952年（天暦6年）に導入された。室町幕府には通
行する商人などから輸送している商品の所定の
率分を通行料として徴収した関所を「率分関（りつ
ぶんぜき）」などと呼んだ。
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定性的データは割合が鍵

統計検定のコツは？
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その割合が偶然で
生じる確率を考える

• 研究疑問

• 研究課題

• アウトカムの設定

• エンドポイントの設定（アウトカムが、ある一定の
値、量、数になった時、仮説検証に十分な数量が
得られると判断される基準値、この値に到達した
場合、研究を中止する、終了することがある）

アウトカムの分析＞

その割合が偶然で生じる確率を考える

（偶然との比較）
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割合（比率）の検定

• Kimuakistat>（比率）の検定より

• カイ二乗＝（（観測度数-理論値）×（観測度数
-理論値））/理論値
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• ある条件が異なる（違う）ことが、結果に差をもたらす可能性があるよ
うだが、本当にそうなのか？これをカイ二乗検定で判定します。

1. MMTの勉強の成果を挙げるために、運動学を復習して筋の起始
停止をイメージしてから実技の練習をした群と、
とにかく体で覚えようと身体の動きをイメージして練習した群の成

績を調べました。

２週間後に実技テストがあり、間違わずにテストができた場合に”
勝ち”と呼びます。残念ながら間違いがあった場合、”負け”とします。

•
すると以下のようになりました。

A群において勝ち 17人 負け10人
B群において勝ち 15人 負け6人

果たして、A群とB群の方法は、成果との関係において関連性がある
のでしょうか？
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完勝 負け

A 22 10

B 15 12

以下のような外枠に項目名を入れ、数
値部分を2つの行と列で示すものを２×
２分割表と呼びます。
これをクロス表とも呼びます。

項目名

項目名

要因の別は行
結果の別は列
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オッズ比を求める

• 英語で奇数のことをオッズ、

• 偶数のことはイーブンといいます。

• 約分出来る間はイーブンですが、それ以上約
分出来なくなった状態はオッズですね。

23



オッズoddsとは

• 「ある事象が起きる確率/ ある事象が起きな
い確率」

＝「ある事象/それ以外の事象」
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•確率とオッズの違いをマスター
しよう。

• 確率＝その事象/ 全事象
• オッズ＝ある事象が起きる確率/ ある事象が起きない
確率
＝ある事象/ それ以外の事象
ある事象が起きる確率をp、その事象のオッズをdとす
ると:

d ＝ p / (1 - p)
d = 0.2/ (1-0.2) =0.2/0.8 = 0.25
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練習問題

• 赤球2個、白球8個が入った箱から球を取り出
す場合の赤球の出るオッズは？
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ベイズの定理

事前オッズ x 尤度比= 事後オッズ

• 事前確率と尤度比から事後確率（的中度）が出せる

方法：（オッズをd、確率をp と置く）

１．事前確率をオッズに変換して事前オッズとする；

換算式：d＝p / (1 - p)

２．事前オッズに尤度比を乗じて、事後オッズを求める：

事前オッズ X 尤度比＝事後オッズ

３．事後オッズを確率に変換して事後確率（的中度,p）を
得る：

換算式： p＝d / (d + 1) 

やや難
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オッズ比の検定（偶然との比較）

• 実は、このオッズ比の検定は、要因ー結果の
関係が偶然で生じたのか、

• 要因ー結果の関係が偶然で生じたとは言え
ない（偶然の範囲を超える）のか

判定する！

ここで用いられるのがχ2検定（比率の検定）であった！5％未満の
危険率が認められれば、この割合は有意差を示したと言う。
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ここまでのまとめ

ある基準を設ける

人の判断が必要な二値 （二つの事象）に分ける

この二値の割合を調べる

ある要因は、この二値の割合を変化させるかも
知れない。

その要因の影響(効果）を偶然と比較して調べる。
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アンケート調査入門編
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アンケート調査とは？
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＞これをきちんと考え、用意する



42



43



44



45



46



47



48



49



50



51



52



53



54



55



56



57



58



59



60



61



62



63



64



65



66



67



68



69



70



71



• アンケート調査法に基づくデータの分析には

多変量解析
ロジスティック回帰分析

プロビット分析
などの方法がある。

参考書には、すぐわかるEXCELによるアンケートの調査・集計・
解析（内田治著、東京書籍）などがある
東京書籍シリーズが良く売れている。
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